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地域福祉活動

在宅福祉活動

福祉総合相談活動

公益事業（過疎地有償運送事業）

災害復興支援活動

介護保険事業

組織基盤強化
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※ 事前申し込みが必要です。 

  

 

 

家族介護者のつどい開催!! 
◆在宅で現在介護をされている方の交流の場です。 

 

◆  

弁護士による無料相談 !! 

日 時：令和２年７月３０日（木） 

13:00～15:00 

場 所：三日月福祉拠点施設 

相談員：本会契約の弁護士 

定 員：先着 6 名 

 【お問い合わせ・申し込み先】地域福祉推進係  電話 ７８－０８３０ 

（一人約 20 分） 

『かがやくまちづくり応援助成事業』の配分団体及びグループ 1１団体が決定しました。 

 地域の福祉力を高める活動を活性化させ、ボランティア精神や福祉のこころを育てるための

活動をしていただきます。 

令和２年度 かがやくまちづくり応援助成事業 

一般公募による配分団体及びグループが決定 

 

生き生きサロン宝蔵寺 佐用川リバーステーション 新宿自治会 

東本郷中村地区 佐用町婦人共励会 朝顔の会 

佐用ミニバスケットボール教室 佐用邦楽同好会行事部 佐用町更生保護女性会 

佐用町身体障害者福祉協会 さよう防災リーダー連絡会  

 

日 時：令和２年７月１６日（木）13:30～15:30 

場 所：南光地域福祉センター 

内 容：水引きを使った小物づくり 

参加費：500 円 

対象者：現に家庭で介護をされている方 

※町役場高年介護課に事前申請が必要です。 

申込〆切：令和 2 年 7 月 10 日（金） 

 

 
◆送迎が必要な方は申込時にお伝えください。 

【お問い合わせ・申し込み先】地域福祉推進係 電話 ７８－０８３０ 
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この助成金は、兵庫県内で地域活動やボランタリー活動を行っているグループ・団体を対象

に、ひょうごボランタリープラザが実施しています。助成金の交付申請には、エントリー（事

前申込）が必要です。

①エントリーする。佐用町社協にエントリー書を提出する。
（※エントリー書及びリーフレットは、県内各社協で配布しています）

②今年度の交付決定額通知が届く。（※直近５年間の助成額は２５，０００円）

③助成金の申請条件を満たす。
（※１２日以上の活動を実施、６万円以上(税込金額)の「対象経費」の支出）

④期日までに町社協へ交付申請書兼請求書等を提出する。

⑤申請が受理されたら、助成金交付決定通知が届く。

⑥助成金が振り込まれる。

エントリー書や申請書の書き方が分からない、内容に不安がある

等の場合は、作成をサポートしますのでお気軽にお尋ねください。

エントリー受付期間

令和２年７月１日（水）～令和２年８月３１日（月）

助成額

１グループ・団体あたり、３０，０００円が上限の全団体一律同額
※エントリー受理数により助成額が決定。昨年は２５，０００円。

申請条件

・構成人数が５人以上

・年度で１２日以上活動している

・６０，０００円以上の支出がある

……等、条件がありますので詳しくはお問い合わせください。

ひょうごボランタリープラザのHPからでもご確認いただけます。

※お知らせ※
今年度に限り、新型コロナウイルス感染症に係る緊急事態宣言発令による県民ボランタリー活

動助成「申請条件の特例」が適応されます。 緊急事態宣言の対象期間である４月、５月にかかる

活動の中止及び対象経費について条件の緩和が考慮されるというものです。

（例：年間１２日活動を予定していたが、４月・５月で内２日活動中止となり、年間活動

日数が１０日で対象経費の支出が５０，０００円になってしまった…等）

詳しくはひょうごボランタリープラザのHPをご覧いただくか、佐用町ボランティアセンター（☎

７８－０８３０）までお問い合わせください。

県民ボランタリー活動

助成エントリーについ

て（ひょうごボランタ

リープラザHP）

▼ 佐用町ボランティアセンター（地域福祉課 地域福祉推進係） TEL７８－０８３０【お問い合わせ先】 佐用町ボランティアセンター（地域福祉課　地域福祉推進係）　TEL ７８－０８３０
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エンジェル

町民ペンリレー（№175）

中
な か む ら

村 拓
た く や

也　

笑顔で再会 !!

さん （26 歳）
（佐用町長尾）

質問：自己紹介をして下さい。

答え：去年、地域おこし協力隊で佐用に来ました。

　　　大学在学中に起業して、６年が経ち、普段はプログ

　　　ラミングと経営管理の仕事をしています。

質問：趣味・特技はなんですか？

答え：よく散歩に出かけたりアニメ、ゲーム、音楽が好き

　　　で、自分で SF 小説書いてみたいと思っています。

質問：日頃から心掛けていることはありますか？

答え：何か新しい物を生みだすこと。人と違う生き方をす

　　　る事は心掛けています。

質問：毎日続けていることはありますか？

答え：ニュース、新聞は毎日見ます。

質問：最近嬉しかったことはありますか？

答え：コロナによる緊急事態宣言が開けて、関西の若手起

　　　業家同士で集まれた事です。

質問：夢や目標は何ですか？

答え：自分達が生み出した商品で個性的な生き方がもっと認められるようにすることです。

　阿比留憲司さんからのメッセージ：「アプリ開発の調子はいかがですか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一緒に地域おこし頑張りましよう。」

　エンジェルではマスク・消毒をして、窓

を開け換気を良くした広い久崎体育館で行

いました。気持ち良い風が吹いて、子供は

動く風船を追いかけたり、しゃぼん玉作り

をして元気に遊びました。お母さんがたは、

「久しぶりに顔を合わせて話ができてよかっ

た」と言われリフレッシュできたようです。


